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Ｑ：

一
般
的
な
家
庭
で
下
水
道
料
金
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る

か

Ａ：

ト
イ
レ
の
水
洗
化
に
よ
り
２
〜
３
ト
ン
程
度
増
え
て
い
る

の
が
現
状
（
苫
前
地
区
）
一
般
用
下
水
道
で
、
基
本
料
金

10
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
二
千
円
、
超
過
料
金
１
立
方
メ
ー

ト
ル
ま
で
、
二
百
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
、
従
来
ど
お

り
の
基
本
水
道
料
金
（
超
過
料
金
）
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。

Ｑ：

現
在
、
浄
化
槽
を
つ
な
い
で
い
る
家
庭
の
使
わ
な
く
な
っ

た
浄
化
槽
を
ど
す
れ
ば
よ
い
か

Ａ：

基
本
的
に
は
撤
去
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
工
事
費
等
個

人
負
担
）

Ｑ：

苫
前
地
区
の
65
歳
以
上
の
下
水
道
利
用
率
は

Ａ：

約
50
％
（
80
件
中
40
件
程
度
）
当
初
の
計
画
値
を
上
回
る

水
洗
化
率
と
な
っ
て
い
ま
す

Ｑ：

希
望
に
よ
り
生
活
排
水
の
み
の
工
事
で
も
よ
い
か

Ａ：

下
水
道
事
業
の
目
的
は
、
生
活
排
水
の
浄
化
が
主
で
あ
り

ま
す
の
で
、
生
活
排
水
の
工
事
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

Ｑ：

下
水
道
工
事
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
べ
き

で
は

Ａ：

検
討
致
し
ま
す
。

Ｑ：

全
体
的
に
事
業
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

Ａ：
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
致
し
ま
す
。

十
月
四
日
、
午
後
七
時
よ
り
町
公
民
館
に
て
、
森
町
長
及

び
担
当
職
員
ら
が
、
下
水
道
事
業
に
関
す
る
住
民
向
け
の
説

明
会
を
開
催
し
た
。
当
日
の
出
席
者
は
、
建
設
協
会
関
係
者
、

商
工
会
関
係
者
、
地
域
住
民
な
ど
約
七
十
名
。

最
初
に
森
町
長
が
古
丹
別
地
区
の
下
水
道
事
業
を
２
年
間

凍
結
し
て
い
た
概
要
や
理
由
等
を
含
め
、
あ
い
さ
つ
し
、
担

当
者
か
ら
工
事
期
間
、
暫
定
処
理
場
、
事
業
費
、
水
洗
化
人

口
計
画
値
、
利
用
す
る
ま
で
の
手
順
、
苫
前
地
区
（
平
成
17

年
４
月
供
用
開
始
）
の
接
続
状
況
な
ど
の
説
明
を
行
っ
た
。

下
水
道
を
つ
な
げ
る
事
に
よ
り
河
川
や
海
の
水
質
保
全
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
、
悪
臭
、
害
虫
の
発
生
を
防
ぐ
な
ど
、
衛

生
的
か
つ
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
一
環
で
あ

る
。計

画
で
は
、
第
一
期
工
事
が
平
成
19
年
か
ら
平
成
23
年

（
公
民
館
西
２
条
線
よ
り
川
添
地
区
方
面
）
第
二
期
工
事
は
、

平
成
23
年
か
ら
平
成
29
年
（
公
民
館
西
２
条
線
よ
り
東
側
地

区
方
面
）
第
三
期
工
事
が
平
成
29
年
か
ら
平
成
31
年
ま
で

（
古
丹
別
か
ら
上
平
の
と
ま
ま
え
下
水
浄
水
化
セ
ン
タ
ー
）
と

な
っ
て
い
る
。
総
事
業
費
は
、
約
29
億
円
（
内
町
単
費
約
８

億
４
千
万
円
）
の
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
一
般
住
宅
の
工
事
費
の
め
や
す
は
、
排
水
設
備
や

水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
な
ど
、
工
事
内
容
に
よ
り
異
な
る

が
、
排
水
管
15

の
標
準
的
な
家
庭
で
50
万
〜
60
万
程
度
と

説
明
。

な
お
、
下
水
道
工
事
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
地
域
の
方
々
に

特
別
な
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
事
に
な
る
た
め
、
こ
の
事
業
を

税
金
で
ま
か
な
う
こ
と
に
す
る
と
下
水
道
が
通
ら
な
い
地
区

の
方
々
と
の
間
に
不
公
平
が
生
じ
る
。
従
っ
て
こ
の
利
益
を

う
け
る
こ
と
の
で
き
る
方
々
を
受
益
者
と
言
い
、
そ
の
利
益

の
範
囲
内
で
下
水
道
建
設
費
の
一
部
（
分
担
金
６
万
円
）
を
受

益
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
水
洗
便
所
改
造
等

補
助
金
制
度
に
よ
り
、
水
洗
ト
イ
レ
改
造
と
排
水
設
備
を
同

時
に
改
造
さ
れ
た
方
に
、
住
宅
一
戸
に
つ
き
一
件
の
補
助
制

度
ま
た
は
、
住
宅
環
境
改
善
資
金
の
融
資
斡
旋
制
度
が
あ
る
。

工
事
は
、
町
指
定
工
事
店
（
27
社：

会
議
当
日
現
在
）
で

な
け
れ
ば
施
工
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
発
注
者
は
、

指
定
工
事
店
の
中
か
ら
選
択
し
、
契
約
す
る
こ
と
に
な
る
と

説
明
し
た
。

約70人が出席した会議の様子

一般家庭で工事費50万～60万

下水道第1期工事平成19年スタート予定

＊
主
な
質
疑
応
答

下水道に関する問い合わせは、建設課に
て、いつでも、どこへでも説明に伺いま
すので、まずはご連絡下さい。
電話直通：６４－２３１５
メ ー ル：gesui@town.tomamae.lg.jp

メ
ー
ト
ル
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十
月
十
八
日
、
町
公
民
館
に
町
内
の

女
性
団
体
会
員
ら
約
二
百
名
が
一
堂
に

会
し
、「
地
産
地
消
」
と
安
全
な
「
食
」

の
関
心
を
高
め
、
地
場
産
農
産
物
及
び

牛
乳
の
消
費
拡
大
に
繋
が
る
よ
う
消
費

者
の
理
解
を
深
め
、
女
性
組
織
活
動
を

相
互
に
広
げ
る
よ
う
と
ク
ッ
キ
ン
グ
・

フ
ェ
ス
タ
、
町
女
性
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。最

初
に
、
町
Ｊ
Ａ
女
性
部
大
矢
根
勝

代
部
長
、
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
林

千
代
美
会
長
が

主
催
者
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ

し
、
森
町
長
、

花
井
組
合
長
が

来
賓
と
し
て
あ

い
さ
つ
し
た
。

前
日
、
東
京

よ
り
来
町
し
た
本
谷
恵
津
子
料
理
研

究
家
の
レ
シ
ピ
を
も
と
に
地
場
産
品

で
作
っ
た
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
き
ん
ぴ
ら
、

大
豆
と
油
揚
げ
の
混
ぜ
ご
飯
、
ポ
テ

ト
の
カ
レ
ー
マ
リ
ネ
、
豚
肉
の
や
わ

ら
か
梅
酒
煮
、
イ
カ
と
大
根
の
味
噌

煮
、
ミ
ル
ク
白
玉
の
お
し
る
こ
、
く

ま
だ
ん
ご
、
新
米
お
に
ぎ
り
、
新
米

お
赤
飯
の
料
理
を
参
加
者
全
員
で
試

食
し
、「
地
産
地
消
」
と
安
全
な
「
食
」

に
つ
い
て
実
感
を
と
も
に
し
た
。

本
谷
さ
ん
は
、「
北
海
道
は
日
本
の

食
卓
の
財
産
で
あ
る
。
ま
た
、「
食
育
」

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
大
人
の
食

育
を
考
え
る
こ
と
が
、
子
ど
も
へ
の

味
の
教
育
と
な
る
。
人
間
関
係
は
一

緒
に
食
す
る
こ
と
が
大
切
。
家
族
の

絆
は
一
緒
に
食
事
を
す
る
こ
と
で
深

ま
る
」
と
述
べ
た
。

約200名の女性団体会員らが参加

写真右：講演する本谷惠津子料理研究家

地場産品を使用した８品目の料理

次
々
に
倉
入
れ
さ
れ
る
特
産
コ
ン
ブ

ク
ッ
キ
ン
グ
・
フ
ェ
ス
タ

第
四
十
七
回
苫
前
町
女
性
大
会

大
地
の
恵
み
・
未
来
へ
つ
な
ご
う
郷
土
の
味

苫
前
産
利
尻
コ
ン
ブ
の
倉
入
れ

九
月
二
十
九
日
、
十
月
十
三
日
の

二
日
間
、
町
特
産
で
あ
る
昆
布
の
倉

入
れ
作
業
が
行
わ
れ
た
。

町
内
コ
ン
ブ
漁
師
ら
が
持
ち
込
ん

だ
15

詰
め
な
ど
の
特
産
コ
ン
ブ
を

（
社
）
北
海
道
水
産
物
検
査
協
会
の

検
査
員
が
等
級
や
重
さ
な
ど
厳
し
く

検
査
し
た
。

北
る
も
い
漁
業
協
同
組
合
苫
前
支

所
に
よ
る
と
、
今
年
の
水
揚
げ
は
９

ト
ン
ほ
ど
に
な
る
と
言
う
。

当
町
の
コ
ン
ブ
は
、
利
尻
コ
ン
ブ

と
し
て
高
値
で(

17
年
は
15

詰
め

４
万
４
千
円
ほ
ど
）
北
海
道
ぎ
ょ
れ

ん
留
萌
支
店
を
と
お
し
て
、
大
阪
方

面
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

キ
ロ

キ
ロ
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プ
ラ
ス
思
考
で
熱
気

あ
ふ
れ
る
協
議

町
総
合
技
能
士
会
が

も
の
づ
く
り

ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催

苫
前
町
産
業
懇
話
会

十
月
二
十
三
日
、
役
場
三
階
特
別

会
議
室
で
森
町
長
は
じ
め
町
三
役
と

星
野
町
議
会
議
長
、
林
議
員
、
間
宮

議
員
、
柴
田
議
員
及
び
町
内
産
業
団

体
で
あ
る
農
協
、
漁
協
、
商
工
会
の

代
表
ら
が
懇
話
会
を
開
催
し
た
。

最
初
に
森
町
長
が
北
海
道
の
景
気

状
況
や
道
州
制
の
観
点
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
方
向
性
な
ど
を
ふ
ま
え
て

あ
い
さ
つ
し
、協
議
事
項
に
入
っ
た
。

協
議
事
項
等
は
、

一
、「
苫
前
町
へ
の
移
住
促
進
対
策
」

の
構
築
に
向
け
た
企
画
概
要
書

に
つ
い
て

二
、
苫
前
町
住
ま
い
る
ネ
ッ
ト
事
業

〜
町
内
空
き
家
等
バ
ン
ク
〜
」

に
係
わ
る
企
画
概
要
書
に
つ
い

て

三
、
後
継
者
対
策
・
花
嫁
対
策
に
つ

い
て

四
、
苫
前
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
〜
ま
ち

づ
く
り
商
品
開
発

以
上
の
四
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

町
担
当
者
よ
り
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
、活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

特
に
、
苫
前
町
を
よ
り
活
発
に
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
農
産
物
や
魚
介
類

を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
商
品
開
発
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
販
売
方

法
な
ど
、
ま
た
、
九
月
末
に
、「
わ

さ
び
」
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
業
者

が
力
昼
地
区
に
移
住
し
、
開
業
準
備

を
し
て
い
る
情
報
の
報
告
な
ど
、
二

時
間
を
超
え
る
熱
い
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
懇
話
会
を
よ
り
効
果

的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、本
日
、

協
議
さ
れ
た
内
容
を
各
団
体
等
に
持

ち
帰
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
意
見
交
換
な

ど
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
農
協
、
漁
協
、
商
工

会
が
連
携
・
融
合
す
る
こ
と
が
町
民

の
幸
せ
に
つ
な
が
る
重
要
な
こ
と
で

あ
る
と
し
て
、
今
後
も
協
議
を
継
続

し
て
行
く
こ
と
を
確
認
し
終
了
し

た
。本

会
議
の
内
容
や
詳
細
に
つ
い
て

は
、
企
画
振
興
課
ま
ち
お
こ
し
係
ま

で
。
電
話
六
四-

二
二
一
二

十
月
二
十
四
日
、
古
小
と
苫
小
の

六
年
生
が
、
苫
前
小
学
校
に
集
ま
り
、

小
鳥
の
え
さ
台
を
つ
く
っ
た
。

こ
れ
は
、
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ

ー
の
人
材
創
出
事
業
の
一
環
で
、
町

総
合
技
能
士
会
が
受
託
し
た
事
業
。

講
師
を
努
め
た
の
が
、
町
総
合
技

能
士
会
（
松
田
弘
会
長
）
の
会
員
九

名
で
、
最
初
に
講
師
を
代
表
し
て
、

佐
藤
鬨
夫
さ
ん
が
、
え
さ
台
の
作
り

方
や
手
順
を
説
明
し
た
。

各
テ
ー
ブ
ル
に
一
名
の
講
師
が
張

り
付
き
、
ノ
コ
ギ
リ
や
金
づ
ち
の
使

い
方
を
指
導
し
た
。

児
童
ら
は
、
ノ
コ
ギ
リ
の
握
り
方

か
ら
教
え
て
も
ら
い
、
真
剣
に
小
鳥

の
え
さ
台
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

た
。

木
佐
先
生
は
、
高
校
二
年
生
の
時
「
生
物
」
に
興
味
を
持
ち
、

生
き
物
を
研
究
し
て
い
る
中
で
、
生
き
物
で
一
番
よ
く
わ
か
ら
な

い
の
は
人
間
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
思
い
を
胸
に
医
師
を
目
指
し
、

現
在
に
至
る
。

趣
味
は
鉄
道
旅
行
で
、
現
在
は
車
を
持
た
ず
、
移
動
は
す
べ
て

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
る
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の

サ
ポ
ー
タ
ー
で
、
時
間
が
あ
る
限
り
必
ず
応
援
に
行
く
と
の
こ
と
。

総
合
診
療
科
の
医
師
と
し
て
、
十
月
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
医

療
を
目
指
し
、
優
し
く
、
丁
寧
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

氏　　名 木　佐　健　悟
生年月日 1979年5月8日（27歳）
趣　　味 鉄道旅行、

コンサドーレ札幌
好きな食べ物
カレー、ラーメン、寿司…
好きな言葉 家族（２人兄弟の長男）
就任にあたり一言
10月から苫前にやって来ました。
９月までは帯広厚生病院に勤務して
いました。
将来、苫前厚生病院のような小規模
の病院で勤務できるよう研修中です。
疾患の区別なく地域のニーズを踏まえ
て診療します。診療室では丁寧な説明
をするように心がけています。
まだ慣れないところもありますが、
よろしくお願い致します。

経　歴
平成16年 3月 北海道大学医学部卒業

平成16年 4月 ＪＡ北海道厚生連帯広厚生病院研修医

平成17年 4月 北海道大学病院研修医

平成18年 4月 ＪＡ北海道厚生連帯広厚生病院研修医

総合診療科　後期研修医

平成18年10月 ＪＡ北海道厚生連　苫前厚生病院

プロフィール

のこぎりの使い方を学ぶ児童

厚生病院に木
き

佐
さ

健
けん

悟
ご

医師が就任
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ブドウが実った
１０月３日、苫前保育園（打田美智子園長）で９年
前に子どもを通わせていた川村高さん（字苫前）の寄
贈したブドウの木が実った。２年前にも実が付きかけ
たが、台風１８号の影響で落下してしまった。
寄贈当時は１㍍ほどであったが、現在は２倍ほどに
成長している。８月下旬から実を付けた房が目立ちは
じめていたと言う。
園児たちは、大きく実ったぶどうの房をハサミでひ
と房づつ、かわるがわるに収穫した。
収穫祭には、川村さんも立ち会い、園児からお礼の
手紙と収穫したばかりのぶどうをプレゼントされた。
川村さんは「よかったね。みんなで仲良く食べてくだ
さい」と声をかけていた。

ひとふさづつ丁寧に収穫する園児の皆さん

１０月２４日、入賞者伝達式が町内各小学校の校長
室で行われた。
受賞したのは、古小６年の吉田楓さんの「火災につ
いて」と苫小６年生の横内菜摘さんの「火事の恐ろし
さと火災予防のために」で森幹徳北留萌消防組合消防
長から消防長賞を受賞した。
横内さんは「表彰を受ける時は、すごく緊張したけ
ど、入選できてうれしい」と笑顔で話してくれた。

平成18年度火災予防作文コンクール

苫小の横内菜摘さん

古小の吉田楓さん

１０月８日、第２回セーフティドライブセミナーが
とままえ夕陽ヶ丘未来港公園で開催された。主催は、
町商工会青年部（千葉勇一部長）最初に北海道ジムカ
ーナーＳＡ１クラスチャンピオンの吉岡隆さんらが模
範走行を見せ、その後、町内外から参加した約２０人
がコーナーリングやブレーキングの安全なテクニック
を学んだ。
当日は、低気圧接近で天候が悪く、ミニバイクのス
ラローム試乗などは中止されたが、千葉部長らは事業
終了後には早くも、第３回に向けての企画に夢をふく
らませていた。

安
全
な
運
転
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ん
だ

１０月１７日、苫前商業高等学校（眞屋岩男校長）
１年生が、ドリームアップ苫前株式会社やとままえ下
水浄化センター、選果場、苫前漁港、苫前ダムなど町
内の施設を見学し、物流・産業のしくみについて学習
した。
議場見学では、池田議会事務局長の説明を受けなが
ら、議会のしくみについて学んだ。議長席に座った石
村悠生くんは「みんなよりも高い席で、えらくなった
気分。テレビでは見たことはあるが、実際に議長席に
座ることができ貴重な体験ができました」と感想。ま
た、町長席に座った近藤七美さんは「議員さんの質問
に答えるために、沢山の資料を準備するのは大変なこ
と」と感想を述べた。

第2回セーフティドライブセミナー 苫商１年生が町内施設見学

議場内で説明を受ける生徒

ブドウが実った 平成18年度火災予防作文コンクール

第2回セーフティドライブセミナー 苫商１年生が町内施設見学
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札
幌
山
の
手
地
区

民
生
委
員
が
来
町

十
月
五
日
、
次
の
時
代
を
担
う
子

ど
も
・
青
少
年
が
優
れ
た
芸
術
を
鑑

賞
し
体
験
す
る
こ
と
で
、
心
豊
か
で
、

健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
、
町
内
各
中
学
校
、
苫
商
高
の

生
徒
を
招
き
、
文
楽
の
鑑
賞
・
体
験

事
業
が
開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
道
教
委
、
町
公
民
館
、
と

ま
ま
え
舞
台
鑑
賞
友
の
会
。

最
初
に
、
恋
が
き
っ
か
で
江
戸
時

代
に
実
際
に
起
こ
っ
た
事
件
に
基
づ

い
て
書
か
れ
た
物
語
「
伊だ

達て

娘む
す
め

恋こ
い

緋の
ひ

鹿が
の

子こ

」
を
鑑
賞
し
た
。
次
に
、
実
際

に
生
徒
が
舞
台
に
上
が
り
、
三
味
線

文
化
庁

本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業

文
楽

や
文
楽
人
形
の
使
い
方
な
ど
を
体
験

し
た
。
体
験
し
た
生
徒
は
、「
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
」「
高
下
駄
を
は
く
と

思
う
よ
う
に
歩
け
な
か
っ
た
」「
む
ず

か
し
か
っ
た
」
な
ど
感
想
を
述
べ
て

い
た
。

次
の
作
品
は
、
盲
人
夫
婦
の
愛
情

物
語
で
、
最
後
に
主
人
公
の
眼
が
観

音
様
の
お
か
げ
で
治
る
と
い
う
「
壺つ

ぼ

坂さ
か

観か
ん

音の
ん

霊れ
い

験け
ん

記き

」
を
鑑
賞
し
た
。

文
楽
人
形
の
中
で
、
一
番
大
切
な

の
は
顔
の
部
分
で
「
か
し
ら
」
と
呼

ぶ
そ
う
で
あ
る
。
現
在
の
文
楽
の
か

し
ら
の
造
形
は
、
文
化
・
文
政
頃

（
１
８
０
４
〜
１
８
３
０
）
定
着
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
ま

た
、
人
形
は
、
足
部
・
左
手
部
・
右

手
体
部
の
三
人
で
ひ
と
つ
の
動
き
を

表
現
す
る
も
の
で
、
足
で
十
五
年
、

左
で
十
五
年
の
修
行
が
必
要
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
主
役
と
も
言
え
る
右

を
操
る
ま
で
は
三
十
年
間
も
要
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

十
月
十
六
日
山
の
手
地
区
の
民

生
・
児
童
委
員
協
議
会
（
塚
本
克
巳

会
長
）
一
行
21
人
が
当
町
の
公
民
館

で
「
子
育
て
支
援
事
業
」
に
つ
い
て

研
修
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
る

研
修
地
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
当

町
が
先
進
的
に
進
め
て
い
る
「
子
育

て
支
援
事
業
」
に
注
目
し
た
。

研
修
で
は
事
業
担
当
者
で
あ
る
社

会
教
育
課
の
平
井
裕
美
係
長
が
「
子

育
て
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
説
明
し

た
あ
と
、
宮
前
伸
之
社
会
教
育
主
事

が
「
自
転
車
ツ
ー
リ
ン
グ
事
業
」
に

つ
い
て
説
明
。
そ
の
後
、
子
ど
も
と

親
の
係
わ
り
の
重
要
性
や
家
庭
教
育

を
進
め
て
い
く
た
め
の
行
政
や
民
間

組
織
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

1０月３日、苫前商業高等学校（眞屋岩男校長）で、町教委

が文科省から委託を受けた地域教育再生プランのひとつで、ま

かせな隊実行委員会が主催してボランティア講演会を行った。

講師は、ＮＰＯ法人当別町青少年活動センターゆうゆう２４

の大原裕介所長。苫商校でのボランティア講演会は、初めての

開催となる。

講師の大原所長は道医療大学大学院看護福祉学研究科臨床福祉専攻修士課程修了。平成１７年４月から所長となりＮＰ

Ｏ法人を立ち上げた。在学中から高校生と大学生で協力しながら、お年寄りや障害のある子どもをあずかるなどの手助け

活動を行っていた。講師の大原所長は、「世の中には、おかしな事がたくさんある。何かへんだな。これでいいのか。そ

う感じたら、まずは行動することが大切である」と話し、自らが地域福祉の現場にいて体験したことを紹介した。生徒代

表の中村大志くん（２年）は「お年寄りと話すことだけでボランティアになることが分かり、すぐに始められることも、

たくさんあるような気がしました」と感想を話した。

文楽人形の使い方を体験する生徒

三味線にも挑戦

高校生のための
ボランティア講演会

研修を受ける札幌山の手地区民生委員
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～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６
e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

社会教育からのお知らせ社会教育からのお知らせ

○日　時　12月５日（火）午後6時30分から
○場　所　苫前町公民館講堂
○対　象　町内に在住している方であれば誰でも
○内　容　講演「地域全体が子ども達を大切に育てる地域とは」

講師　NPOエコロジカルコミュニティー
代表理事　山本　幹彦氏

報告「北海道PTA連合会研究大会　函館大会」

○松本晁章演奏会
民謡尺八道小路三代目家元で「ＮＨＫのど自慢」での伴奏で
も知られる苫前町にも縁のある名人松本晁章氏を招き演奏会を
実施します。このほか、当町在住の民謡愛好家久野絹枝氏や大
正琴との共演も予定されています。

と　き　11月28日（火）
開場午後6時30分　開演午後7時

ところ　苫前町公民館
入場料　無　料

◆文化振興賞
荒関鉄太郎（苫前町花木愛好会）苫前町字古丹別
大矢根亮子（苫前町文芸を語る会）苫前町字古丹別
加藤　文子（苫前町菊花会）苫前町字古丹別

◆文化奨励賞
苫前北斗の松（渡辺育史、合田一郎、蟻戸敏央　所属：
苫前北斗歌留多クラブ）

◆文化特別賞
西間　友香（古丹別小学校5年生）苫前町字古丹別

◆スポーツ功労賞
野崎　信輝（苫前町剣道連盟）

◆特別賞
横内　吉弥（苫前町体育協会）

新成人の門出！1月７日開催
平成19年「苫前町成人式」を来年1月7日(日)
苫前町公民館において開催します。新成人対象
者は、昭和61年4月2日から昭和62年4月1日ま
でに生まれた方です。
対象者へは11月下旬に
ご案内いたしますが、案
内状が届かなかった方
や、転出された方などで
苫前町成人式に出席を希望される方は、12月15
日(金)までに町公民館までお申し出ください。
「ふるさと苫前町から新しい一歩を踏み出そう」

10月31日から開催されている「2006世界バ
レー」にあわせ、バレーボールや選手に関する
図書や雑誌、約７０点を展示するほか、三年前
に苫前町を拠点に行われた全日本女子チームの
合宿風景のスナップ写真やサイン入りバレーボ
ールやＴシャツ、柳本監督サイン入りの大会ポ
スターも展示します。
展示期間：～11月26日(日)まで
テレビ観戦イベント「がんばれニッポン応援
隊」の詳細は回覧等でご確認ください。

※苫前町ＰＴＡ連合会研修会
を兼ねて実施します。

11月17日（金）に表彰式を行います。
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Dr.小野の処方せん 

今
月
の
担
当
は
簗
瀬
保
健
師
で
す
。 
『
子
宮
ガ
ン
乳
ガ
ン
に
つ
い
て
』 

健　　康 
ばんざい 

子
宮
ガ
ン
っ
て
？

「
子
宮
頸
ガ
ン
」
と
「
子
宮
体
部

ガ
ン
」
に
分
か
れ
ま
す
。
日
本
人
で

は
子
宮
頸
部
（
子
宮
の
入
り
口
）
の

ガ
ン
が
多
い
の
が
特
徴
で
し
た
が
、

子
宮
体
部
（
子
宮
の
奥
側
）
の
ガ
ン

が
最
近
で
は
増
え
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
ガ
ン

好
発
年
齢
＝
30
〜
40
歳
代
で
す

が
、
最
近
は
20
歳
代
の
若
い
年
代
の

増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

か
か
り
や
す
い
人
＝
妊
娠
出
産
回

数
の
多
い
方
、
性
交
渉
の
相
手
の
多

い
方
等
。

症
状
＝
性
交
後
の
出
血
、
頻
尿
、

排
尿
・
排
便
障
害
、
下
腹
部
痛
、
腰

痛
等
。

子
宮
体
部
ガ
ン

好
発
年
齢
＝
50
〜
60
歳
代
（
閉
経

後
）に
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
最
近

で
は
年
齢
を
問
わ
ず
増
加
傾
向
で

す
。か

か
り
や
す
い
人
＝
閉
経
後
、
子

宮
内
膜
増
殖
症
の
あ
る
方
、
月
経
異

常
の
あ
る
方
、
妊
娠
出
産
経
験
の
無

い
方
等
。

乳
ガ
ン
っ
て
？

日
本
で
は
女
性
の
ガ
ン
の
中
で

年
々
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

か
か
り
や
す
い
人
＝
40
歳
前
後
の

人
、
閉
経
が
55
歳
以
上
の
人
、
肥
満

の
人
、
肉
親
に
乳
ガ
ン
患
者
が
い
る

人
等
。

症
状
＝
乳
房
の
し
こ
り
、
皮
膚
の

ひ
き
つ
れ
。
乳
首
か
ら
の
異
常
分
泌

物
、
乳
頭
部
の
湿
疹
や
た
だ
れ
に
も

要
注
意
。

乳
ガ
ン
の
自
己
触
診
法

自
己
触
診
は
毎
月
生
理
後
４
〜
５

日
目
に
、
ま
た
閉
経
し
た
人
は
毎
日

一
回
、
日
を
決
め
て
行
い
、
気
に
な

る
所
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

苫
前
町
で
は
年
２
回
、
子
宮

ガ
ン
乳
ガ
ン
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
昨
年
よ
り
受
診

は
２
年
に
１
度
と
な
り
ま
し
た
。

日
頃
、
何
ら
か
の
自
覚
症
状
が

あ
る
場
合
は
速
や
か
に
医
療
機

関
を
受
診
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
苫
前
町
役
場
け

ん
こ
う
係
ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

インフルエンザとは
Ａ型およびＢ型インフルエンザウィルス
による感染症は、冬季にはほぼ毎年流行し、
１～２月になると爆発に患者は増加する。
インフルエンザの症状は特異的で潜伏期
は１～２日と短く、急激な発熱（38～40℃）、
頭痛、腰痛、全身倦怠感などの症状に続い
て鼻水、咽頭痛、咳などの呼吸器症状がみ
られる。インフルエンザ迅速診断キットに
よりＡ・Ｂ型の鑑別もできるが早期には陰
性になる場合もあるので、流行状況と症状
からの判断も必要となる。インフルエンザ
の予防の基本はワクチン療法であり11月～
12月を中心に施行している。小児では２回、
大人では１回行っている。ワクチンを接種
していない場合などで、急に予防を要する
状況ではインフルエンザ患者接触後４８時
間以内に、またインフルエンザに感染した
時、発症後４８時間以内にタミフルなどを
内服する。

苫前クリニック院長　小野　哲郎

各地方団体が自主性を発揮し、より身
近な行政サービスを効率よく行えるよう、
国から地方への税源移譲が行われます。
平成19年度分から税源移譲により、

住民税所得税の税率が一律10％に統一
されます。税源移譲により、住民税が増
えても、所得税が減るため、納税者の負
担は変わりません。

住民税が変わります

風力発電の売電状況
（町営３基 風来望）

18年 売電実績（4～10月）

19,868,835円

平成18年10月分の実績

・供給電力量　355,150kWh 

4,456,244円
森町長より表彰を受ける菊地さん

菊
地
暢
（
字
古
丹
別
）
さ
ん
が
、

北
海
道
国
民
健
康
保
健
運
営
協
議
会

委
員
と
し
て
、
連
続
十
二
年
間
職
務

に
精
励
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
同

協
議
会
よ
り
表
彰
さ
れ
、
十
月
十
六

日
、
町
長
室
に
て
森
町
長
よ
り
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
健

運
営
協
議
会
よ
り
表
彰
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

大
切
な
医
療
費
を

有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
！

お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 0164-64-2215（内線273）まで

Ｑ　家族が札幌で入院していますが、病院には寝泊まり
できません。かといってホテルでは高額で泊まること
ができません。なにか良い方法はないですか？

Ａ　「ファミリーハウス」をご存知ですか？
病院では基準看護のため、家族は病院に寝泊りを
認められていません。家族は面会時間が終わったあ
と、患者を病院に残して泊まるホテルを探さなけれ
ばなりません。家族にとって精神的にも経済的にも
負担は大きいはずです。
「ファミリーハウス」は、高度医療（骨髄移植や
手術・放射線治療など）受けるため長期間の入院を
要する場合、これら地方からの入院患者の付添い
家族の負担を少しでも和らげようと、安い滞在施設
を提供しています。

近
年
に
お
け
る
医
療
費
は
、
人
口

構
造
の
急
激
な
変
化
に
よ
る
高
齢
化

と
と
も
に
、
成
人
病
な
ど
の
長
期
治

療
を
要
す
る
慢
性
疾
患
の
増
加
や
医

療
技
術
の
高
度
化
が
主
要
因
と
な
り
、

年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

苫
前
町
に
お
い
て
も
、
国
保
加
入

者
一
人
あ
た
り
の
年
間
総
医
療
費
の

額
が
、
平
成
十
七
年
度
で
は
約
四
十

八
万
円
に
も
の
ぼ
り
、
今
後
も
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。（
平
成

十
五
年
度
四
五
万
円
、
平
成
十
六
年

度
四
十
六
万
円
）

こ
の
よ
う
に
、
急
激
に
増
加
す
る

医
療
費
を
支
払
う
た
め
の
財
源
は
、

国
な
ど
か
ら
の
負
担
金
の
ほ
か
国
保

加
入
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
税
で
、
大
半
を
補
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
費
が

増
加
す
る
こ
と
は
結
果
的
に
保
険
税

の
引
き
上
げ
な
ど
、
皆
さ
ん
の
負
担

増
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

特
に
本
町
の
場
合
、
同
じ
病
気
で

複
数
の
病
院
を
受
診
す
る
『
重
複
受

診
者
』
が
全
加
入
者
の
三
・
一
四
％

を
占
め
る
（
全
道
平
均
は
一
・
七
七

％
留
萌
管
内
一
・
九
％
）
な
ど
、
高

い
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
医
療
費
の
無
駄
遣
い

を
な
く
す
た
め
、「
か
か
り
つ
け
医
」

を
も
ち
、
定
期
的
な
健
康
診
断
の
受

診
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
つ
と
め
る
な
ど
、
医
療
費
の

有
効
活
用
に
心
が
け
、
今
後
と
も
医

療
費
の
抑
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

医
療
費
抑
制
の
た
め
に

増
え
続
け
る
医
療
費

国保の保険税は、加入者皆さ
んの医療費の給付などの費用に
充当され、国などからの負担金
とともに国保の貴重な財源とし
て、全体の約４割を占めていま
す。皆さんが医療費の一部を負
担するだけで医療費が受けられ
るのも、国保の健全な運営が確
保されているからです。
しかし、医療費の増嵩（ぞう
すう）や保険税の未納によって、
国保財政は非常に不安定な状況
となっています。

国保財政が健全に運営され、
皆さんが安心して医療を受けら
れるよう保険税の納付推進にご
協力ください。

保険税を納めましょう！

◇利用料金　一泊　1,000円～2,500円
◇お問合せ先
ボランティア団体　北海道ファミリーハウス
〒060-0807
札幌市北区7条西6丁目北苑マンション407
TEL 011-716-4161 FAX 011-716-4162
ホームページ
http://www3.snowman.ne.jp/̃ h-family/

「ファミリーハウス」をご存知！
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・全戸がオール電化住宅となっておりますので現在使用している暖
房機等は使用できません。
（電気蓄熱暖房機・電気温水器・電磁調理器が設置されています）
・駐車場を使用する場合は、家賃とは別に駐車場料金月額2,540円
がかかります。
・物置や車庫等の設置、鳥獣等ペットの飼育は認められません。

「
電
話
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

サ
ー
ビ
ス
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

日
本
全
国
で
提
供
さ
れ
て
い
る
加
入
電

話
、
公
衆
電
話
、
緊
急
通
報
（
１
１
０
番
・

１
１
８
番
・
１
１
９
番
）
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
。

こ
れ
ら
が
、
電
気
通
信
事
業
法
に
定
め
ら
れ

た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
が
提
供
し
て
い

る
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
携
帯
電
話
Ｉ
Ｐ
電

話
の
普
及
及
び
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
の
進

展
な
ど
に
伴
い
通
話
料
金
が
大
幅
に
安
く
な

り
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
、
こ
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
費
用
が
不
足
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
も

含
め
固
定
電
話
・
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ

Ｐ
電
話
な
ど
の
電
話
会
社
56
社
が
協
力
し
て

費
用
を
出
し
合
う
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ

ス
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
制
度
の
負
担
金

は
、
当
該
負
担
金
を
拠
出
す
る
電
気
通
信
事

業
の
責
用
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ

り
、
最
終
的
に
は
そ
の
原
資
は
最
終
利
用
者

か
ら
の
料
金
収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
制
度

の
負
担
金
を
拠
出
す
る
事
業
者
が
当
該
負
担

金
を
経
営
努
力
に
よ
っ
て
内
部
吸
収
す
る

か
、
あ
る
い
は
利
用
者
に
対
し
て
負
担
を
求

め
る
か
に
つ
い
て
、
経
営
判
断
に
よ
り
決
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
ご
利
用
の

電
気
通
信
事
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。制

度
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
ぜ
ひ
と
も

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

制
度
に
関
す
る
詳
細
は
、
以
下
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/
joho_tsusin/universalservice/index.htm

l

問
合
せ
　
北
海
道
総
合
通
信
局
情
報
通
信
部

電
気
通
信
事
業
課

電
話
　
０
１
１
―
７
０
９
―
３
９
５
６

道営オリオン団地入居者募集 平成18年度自衛官募集
◎自衛隊生徒
●応募資格：中卒（見込含）の15歳以上17歳未満の男子
●締め切り：平成19年1月9日（火）
●試験期日：平成19年1月13日（土）（一次試験）
●試験種目：筆記試験（国、数、社、理、英、作文）（一次試験）
●待　　遇：○給与：150,200円／月（1年目）

○手当：期末勤勉手当年2回（6月・12月）
○生徒教育3年終了時に高等学校卒業経格取得

◎2等陸・海・空士（3・4月要員）
●応券資格：18歳以上27歳末満の男子
●締め切り：平成18年11月27日（月）
●試験期日：平成18年12月　3日（日）・4日（月）
●試験種目：筆記試験（国語、数学、社会、作文）、口述試験、

適正検査、身体検査
●待　　遇：○給与：初任給157,500円 9ケ月後172,100円

○賞与：年2回（6月・12月）
○将来に役立つ資格・免許の取得

◎間い合わせ先
○各市町村自衛官募集担当者
○自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所：0164－42－4650
※地域事務所の各担当地域の広報官がご説明にあがること
があります。その節は宜しくお願いします。

―119番の通報は落ちついて正確に伝えよう―

北留萌消防組合苫前支署（川森光治支署長）、古丹別支署
（伊藤優樹支署長）では、秋の火災予防期間中（10月15日
～31日）に「消さないで　あなたの心の　注意の火」を統
一標語として様々な啓蒙活動を展開しました。
古丹別支署では16日、苫前支署では19日に婦人防火クラ
ブ、幼年消防クラブ、シルバー防火クラブ、危険物安全協
会の協力を得て防火パレード、防火街頭ＰＲを行い、地域
住民に火災予防を喚起しました。

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署� 64-2321
〃　　　　古丹別支署� 65-4119

秋の全道火災予防運動秋の全道火災予防運動

11月９日は「119番の日」です。

建築年度 名　　称 所 在 地 構　　造

10年度 オリオン団地
Ｂ棟

苫前町字旭
40番地の9

RC造3階建
共同住宅

型　　式 戸数

２ＬＤＫ 1戸

床面積

65.9m2

家　　賃 備考

20,900～60,700円
※家賃は所得状況により異なります

1階

同タイプの空室があった場合には募集戸数を追加する場合があります

○受付期間　平成18年11月10日（金）～12月1日（金）
（受付時間　8:30～17:30）

○受付場所　苫前町役場　建設課事務係
○選考基準　応募者数が募集戸数を上回った場合は

抽選とします。○入居時期　１２月下旬以降
○問合せ先　苫前町役場建設課事務係

電話　0164-64-2315

「１１９番の日」は、皆様と消防の結びつきを象徴する
ダイアルナンバー１１９にちなんで昭和６２年に制定
されました。

☆火事なのか、救急車や救助が必要なのかを
はっきり言う。
☆場所・住所をはっきり言う。
☆近くの目標物をわかりやすく言う。
☆火事の場合何が燃えているのか言う。
☆救急や救助の場合はどうしたかを言う。

古丹別保育所 苫前保育園

通
報
の
ポ
イ
ン
ト

10月号戸籍の小箱・ご成長お
祈り申し上げます、森山大馳くん
の名前「だいち」（誤）大馳「た
いち」（正）に訂正し、お詫び致
します。

お 詫 び
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NHK学園では、広域通信制高等学校、福祉通信教育、
および生涯学習通信講座の学生・受講者を募集していま
す。まずは、無料の案内書・願書をご請求ください。

■募集内容
高等学校普通科
（NHKの放送を利用して3年で高校卒業資格取得）
高等学校　選科
（修得科目は高卒認定試験の受験免除）
専攻科社会福祉コース
（介護福祉士受験資格取得・2年制）
生涯学習通信講座
（趣味から資格まで約200コース）

■募集期間
高等学校　普通科・選科　2007年2月1日～4月20日
専攻科　社会福祉コース　2007年2月1日～3月1日
生涯学習通信講座　　　　通年申込受付

■問い合わせ先
NHK学園
〒186－8001 東京都国立市富士見台2－36
TEL：042－572－3151（代表）
FAX：042－574－1006
フリーダイヤル：0120－06－8881（案内書請求）

パロマからのお詫びとお願い

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
か
条

一
、「
お
か
し
い
」と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡（
通
告
）

二
、「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言
い
訳

三
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

四
、
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

五
、
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う
る

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た

場
合
は
、
児
童
相
談
所
や
市
町
村
窓
口
へ
の
通
告
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

旭
川
児
童
相
談
所

�
〇
一
六
六-
二
三-

八
一
九
五

苫
前
町
役
場
町
民
課

�
〇
一
六
四-

六
四-
二
二
一
五

職場のトラブル（解雇、配置転換、労働条件の不利益変更、
セクハラ、いじめ）等で因っていませんか。
北海道労働局の各総合労働相談コーナーでは、これら職場
のトラブルを無料、迅速に解決するシステムとして個別労働
紛争の解決援助サービスを提供しています。
このサービスには、労働相談、判例等の情報提供、労使双
方の話し合いを促進することにより紛争を解決する「あっせ
ん」等各種ありますので、お気軽にお問い合わせ下さい。

札幌総合労働相談コーナー
場所：札幌市中央区北3条西3丁目1－47 NORS3･3ビル4階
時間：9時00分～17時00分
電話：011－223－8712

NHK学園
平成19年度入学生・受諌者募集中！

11月は「児童虐待防止推進月間」
『
あ
な
た
の「
も
し
や
？
」が
子
ど
も
を
救
う
』

戸
籍
の
小
箱

謹
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

茂
木
　
功
一
（
50
歳
）
９
月
29
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

石
井
　
　
湊

み
な
と

修
／
美
紀

９
月
12
日

苫
　
前

浜
野
　
　
航こ

う

広
和
／
由
香

９
月
20
日

栄
　
浜

長男長男

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す住

所

苫
前
町
へ
の
寄
付

○（
有
）エ
フ
ケ
ー
・
ド
ラ
ッ
グ

代
表
取
締
役
　
福
　
井
　
俊
　
之
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
苫
前
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
様

○
栄
　
浜
　
星
　
　
　
華
　
子
　
様

長
島
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
寄
付

○
横
浜
市
　
伊
　
藤
　
し
ず
か
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

11月 町税の納期
固定資産税・国民健康保険税
介護保険料の納入月です。

発生件数10件
死 者 数 ０人
負傷者数12人

交通事故死ゼロ日数は
9月30日現在で
881日

苫前町の交通事故情報
平成18年９月末現在
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職場のトラブル、解決へのお手伝い

経営セーフティ共済は、取引先の突然の倒産が原因で、経
営悪化の危機に直面してしまったときに資金を借入れること
ができる制度で、中小企業を守るために国がつくった共済制
度。無担保・無保証人で、積み立て掛金の10倍の範囲内（最
高3,200万円）で被害額相当の共済金が借入れ可能。毎月の
掛金も税法上、必要経費または損金に算入できる。
詳しい内容のお問合せと加入申込みは、商工会、商工会議
所、金融機関の本支店の窓口で取扱いしています。制度の運
営は、独立行政法人中小企業基盤整備機構が行っています。
（URL http://www.smrj.go.jp･kyosai/index.html）

経営セーフティ共済
（中小企業倒産防止共済制度）のご案内

お願い、拾ってください !!
近年、苫前、羽幌、初山別の海岸にハタハタのブリコが打ち上げ
られております。当研究会ではふ化放流の試験を行い「ハタハ
タの資源を増やそう」と努力しております。ブリコはもう受精
しておりまだ、生きています。もし、浜を歩いてブリコを見つけ
た方は、下記までご連絡をお願いします。頂きに行きます。 

留萌中部ハタハタ研究会 

◆連絡先　北るもい漁協苫前支所　64－2331　能登 
※留萌中部ハタハタ研究会は苫前、羽幌、初山別の青年で組織して活動してます。 

お願い、拾ってください !!

岩
　
崎
　
健
　
男
（
羽
　
幌
）
畠
　
山
　
夕
　
子
（
苫
　
前
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

平成19年度入学生・受諌者募集中！
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「
シ
ン
ジ
ラ
レ
ナ
〜
イ
」
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
、
四
十
四
年
ぶ
り
に

日
本
一
と
な
っ
た
。
パ
リ
ー
グ
優
勝
を
決

め
た
プ
レ
ー
オ
フ
第
二
ス
テ
ー
ジ
第
二
戦

を
ド
ー
ム
で
運
良
く
観
戦
す
る
こ
と
が
で

き
た
▽
試
合
開
始
約
二
時
間
前
に
地
下
鉄

に
乗
車
し
た
が
、
す
で
に
日
ハ
ム
フ
ァ
ン

ら
し
き
方
々
が
続
々
と
乗
車
し
て
く
る
。

見
知
ら
ぬ
人
な
の
に
、
ど
ち
ら
と
も
な
く

試
合
の
話
し
に
と
け
込
む
。
そ
ん
な
光
景

が
地
下
鉄
内
で
見
受
け
ら
れ
、
北
海
道
の

球
団
と
し
て
根
付
い
て
来
た
よ
う
に
も
思

え
た
▽
試
合
終
盤
に
は
、
四
万
二
千
人
の

ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
が
球
場
を
揺
ら
し
た
。

四
万
を
超
え
る
人
が
、
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
選

手
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
や
新
庄
選
手
の
赤
い
プ

レ
ミ
ア
ム
Ｔ
シ
ャ
ッ
を
ま
と
っ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
と
は
い
え
、
フ
ァ
ン
が

こ
こ
ま
で
、
球
場
を
埋
め
尽
く
す
の
は
珍

し
い
▽
テ
レ
ビ
で
見
て
い
る
限
り
、
四
万

二
千
人
が
ひ
と
つ
に
な
る
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー

ブ
の
震
源
地
は
ど
こ
か
と
思
っ
て
い
た

が
、
そ
の
震
源
地
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
た
▽
震
源
地
は
、
私
の
席
か
ら
ほ
ど
近

い
座
席
の
三
十
代
前
後
の
五
名
ほ
ど
で
始

ま
っ
た
。
大
き
な
声
で
「
皆
さ
ん
よ
ろ
し

く
」
と
言
い
動
作
を
つ
け
て
ス
タ
ー
ト
。

し
か
し
、
一
回
目
は
、
十
　
も
進
ま
ず
失

敗
。
二
回
目
も
十
　
ほ
ど
、
三
回
目
は
三

十
　
ほ
ど
進
ん
だ
が
失
敗
。
た
し
か
四
回

目
だ
っ
た
と
思
う
。
ウ
ェ
ー
ブ
が
三
十
　

を
す
ぎ
五
十
　
へ
、
そ
し
て
、
ウ
ェ
ー

ブ
が
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
四
万
二
千
人

の
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
が
何
周
も
球
場
を
ゆ

ら
し
た
▽
震
源
地
は
、
た
っ
た
五
人
ほ
ど

だ
っ
た
。
失
敗
も
あ
っ
た
が
、
四
万
二
千

人
を
巻
き
込
ん
だ
波
と
な
っ
た
▽
何
か
を

始
め
る
場
合
は
、
数
人
で
も
失
敗
を
お
そ

れ
ず
、
何
度
も
挑
戦
す
る
意
欲
が
大
切
だ

▽
当
町
の
人
口
は
、
札
幌
ド
ー
ム
収
容
人

数
の
約
十
分
の
一
で
あ
る
。

編

集

雑

記

帳

苫前小学校児童の作品

『うまそー』

ぼくがすしをとっ
ている所です。手
がうまくできたの
でよかったです。 ６年

鈴木 祐馬くん

『くじらぐも』

えの具がはじいて
おもしろかったで
す。おうちが上手
に描けました。 １年

伊藤 翼くん

『田植え体験』

舟の中の稲の様子
をうまく表現でき
ました。

５年

坂川さゆみさん

『ブルトーザー』

ブルトーザーの形
をかっこよくかけ
ました。

２年

石川 真子さん

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『苫前町郷土資料館』

かげなどかくとこ
ろがむずかしかっ
たです。

６年

岡田 里菜さん

『ブティック屋さん』

工夫したとこ
ろは、長そで
やＴシャツな
どいろいろな
服をつくった
ことです。

３年

太田 祈さん

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

『みせ』

「み」のはら
いのところが
上手にできま
した。名前も
きれいに書け
ました。

１年

伊藤ちひろさん

『大空』

とめがうまく
表現できまし
た。

４年

長澤菜由佳さん


